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研究成果の概要（和文）：日本の大学教育における内容言語統合学習 (Content and Language Integrated 
Learning, 以下CLIL)実践のあり方について、多言語主義（マクロ的視点）と談話分析（ミクロ的視点）の観点
から調査した。前者では、マドリッドを事例にEUの多言語政策のため1990年代から組織的・段階的にCLILを導入
してきたスペインと、英語能力育成を目的に各大学機関や個人がCLIL実践を行う日本との違いを明らかにした。
後者では、CLILと通常英語授業の学習者間会話をコーパスと談話分析の手法を用い分析し、CLIL授業時には内容
を重視し、他者と協働する傾向が顕著であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated the implementation of EMI-CLIL (Content 
and Language Integrated Learning in English Medium Instruction) at tertiary education in Japan from 
two perspectives: a macro analysis (multilingualism and language policies) and a micro analysis 
(students' discursive practices in CLIL classrooms), applying corpus linguistics and discourse 
analysis. For the former, the study compared the CLIL implantation and its rationales behind in two 
sites, Kanagawa in Japan and Madrid in Spain, concluding that CLIL in Spain has been gradually 
implemented from primary to tertiary levels since the 1990s, adhering the EU’s multilingual policy,
 while in Japan, the government has encouraged EMI lectures at universities since the 2000s to 
improve students’ English skills for the globalised society. In the micro level, the tendency was 
observed that students focused more on contents in a discussion and collaborated more in CLIL 
classrooms.

研究分野： 応用言語学、英語教育、マルチモーダル・コーパス
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１．研究開始当初の背景 
内容言語統合型学習 (Content and Language 

Integrate Learning, CLIL) は 、「 外 国 語 

(additional language) を使用して、内容と言語

の両方に焦点を当て、学習及び教授を行う教

育アプローチ」(Mehisto, Marsh & Frigols, 2008, 

筆者訳) であり、1990 年代半ばの多言語・多

文化主義政策 (European Commission, 1995) 

を背景に欧州各国で導入された。これらの政

策を受け、例えばスペインでは、77 の大学の

うち、34 の大学が学部にバイリンガル・プロ

グラムを設置しており、その多くが英語を採

用している (Garcia 2013)。日本の近年の言語

政策においても、「『英語が使える日本人』の

育成のための戦略構想」(文部科学省, 2002) 

等で、大学での外国語、特に英語による教科

科目の講義の増加を促す指針が提示されて

いる。これらの指針を受け、2007 年度時点の

調査では、学部では約 27％（194 大学）が、

研究科では 30％（177 大学）が、「英語によ

る授業」を実施し、「英語による授業」のみ

で卒業できる学部、研究科も増加しつつある

状況であった (文部科学省, 2009)。しかし大

学での EMI-CLIL (英語を教授言語とする

CLIL) 実践に関する調査はまだ少数であっ

たため、本研究を計画・実施することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本の大学教育での CLIL 実

践のあり方について、多言語主義（マクロ的

視点）と談話分析（ミクロ的視点）の両方の

観点から、調査・分析を行うことを目的とし、

具体的には、以下の 2 点に焦点を当て研究を

行った。 

(1) まずマクロ的視点から、海外（特にス

ペイン）と日本での大学教育における CLIL

実施、及びその背景となる言語政策の実態に

関する調査を実施した。 

(2) またミクロ的視点から、CLIL というコ

ンテキストが学習者の英語コミュニケーシ

ョン能力育成に与える影響を明らかにする

ため、(CLIL による授業での、学習者間会話

（話し言葉）の分析を行った。 

 
３．研究の方法 
以下の研究方法を用いて調査・分析を行った。 

(1) 日本とスペインにて、大学教育での CLIL

実践の実態調査（授業視察、指導者・学習者

へのアンケート調査・インタビュー調査）を

実施し、その背景となる言語政策の調査を行

った。 

(2) 日本の大学にて、CLIL による授業時の学

習者間会話を録音し、その談話実践の特徴を

会話分析とコーパス言語学の手法を用いて

分析した。 
 
４．研究成果 
 海外実態調査と国内にて収集したデータを

もとに、CLIL に対する日本・スペインの教

員・学生の意識調査の分析、および CLIL を

採用した国内大学の授業での学生間会話の

分析を行い、その分析結果を国内外の複数の

学会、学術誌にて発表し、研究成果の公表を

行った。また海外研究者を招へいし、研究ワ

ークショップ・講演会を開催した。 

(1) マクロ的な分析：言語政策と CLIL に対す

る意識調査 

 日本・スペインの言語政策に関する文献調

査、及び両国の教員・大学生に対し、EMI-CLIL

に対する意識調査を実施した。。1990 年代か

ら EU の多言語主義政策を受け、小学校から

大学教育まで段階的、組織的に CLIL を導入、



実践してきた歴史をもつスペインに対し、日

本ではグローバル社会で活躍する人材の育

成、そのための英語スキルの習得を目的に、

大学教育での英語による講義が推奨され、そ

れを背景に EMI-CLIL が導入されつつある現

状 が 明 ら か と な っ た  (Tsuchiya & 

Perez-Murillo, 2015)。 

 また学生への意識調査の結果、大学の

EMI-CLIL に関しては両国の学生ともに重要

だと認識しているが、小学校からバイリンガ

ル教育が身近にある環境で育ったスペイン

の学生に比べ、日本人学生は、特に初等教育

での EMI-CLIL 導入に関しては消極的であり、

大学での EMI-CLIL に関してもその必要性を

認識しつつ、導入のしかたや適切な科目につ

いて配慮が必要であるとの見方が示された 

(Tsuchiya 2017b)。日本の大学で CLIL を実践

している教員への意識調査では、大学機関ご

とに、授業力向上、認知スキル習得、より深

い内容理解など異なる目的のために、様々な

カリキュラム形態で CLIL が導入されている

ことがわかった (Tsuchiya, 2016b)。 

(2) ミクロ的な分析：CLIL 授業での学習者間

会話の談話分析 

 日本の大学での CLIL による授業において、

学習者間会話データを収録し、トランスラン

ゲージ (translanguaging、英語・日本語を発話

者の言語レパートリーとして使用すること) 

と談話フレームワークに注目し、談話分析と

マルチモーダル・コーパスの手法を用いて分

析を行った。前者については、異なる言語・

文化的背景をもつ学生たちがグループ活動

を行う際に、タスクに関わる内容は英語、対

人関係の構築に関わる内容には日本語のよ

うに、二つの言語を発話内容に応じて使い分

けていることが明らかになった  (Tsuchiya, 

2017a)。 

 後者については、通常の英語授業と CLIL を

取り入れた授業時の学生二者間会話をデー

タとして分析し、CLIL 授業時の会話では文

法的な正確さよりも内容に重点を置き、より

協働的に会話をする傾向があることが示さ

れた (Tsuchiya, 2016c)。 

(3) 招へい海外研究者による講演・コロキア

ムの開催 

 H26年からH29年の３年間、毎年１２月に、

藤田ラウンド幸世先生（国際基督教大学）、

研究協力者である Maria D. Perez-Murillo 先生

（マドリッド・コンプルテンセ大学、スペイ

ン）と共に、The LEGMC (Language Learning in 

Global and Multilingual Context) Colloquium を

企 画 し 、都 内 の 大 学 に て 開 催 し た 。

Perez-Murillo 氏は毎年このコロキアムに参加

してくださり、スペインでの CLIL 導入・実

践、および将来バイリンガル・スクールで

CLIL を用いた教授法を実践する教員養成の

ためのプログラム（教育学部の学部生が対

象）についてご講演いただいた。もう１名の

研究協力者である Tom Morton 先生（ロンド

ン大学バークベック・カレッジ）は H28 年度

の会に参加してくさり、フィンランドの中等

教育の CLIL を取り入れた授業データを例に、

生徒間会話にみられるトランスランゲージ

ングの特徴（Jakonen & Morton, 2015）に

ついてお話いただき、日本の研究者とのよい

学術交流の場となった。また横浜市立大学・

東海大学にて、上記２名の協力研究者による、

教員および学部生向けの講演会も企画・開催

した。 
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